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事務局（愛媛県）から、「愛媛の水事情」について報告するとともに、水を利用
している愛媛県の立場から報告された。【議事概要-P6-37】

○愛媛県東予地域と愛媛分水について
【議事概要-P6-37】
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東予地域の人口は約50万人。愛媛県で使用する工業用水のうち約8割を東予地域で
使用しており、紙パルプ工業の出荷額全国一位の四国中央市は銅山川分水により
成り立っている。【議事概要-P6-37】
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東予地域は古くから干ばつに苦しめられてきたが、安政2年の大干ばつが銅山川分
水の契機となり、それから100年、悲願達成ということで関係県の厚情により、昭
和29年に柳瀬ダムが竣工した。
しかし、平成12年に富郷ダムが完成した以降も渇水が多発し、厳しい節水努力を
している。【議事概要-P6-37】
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銅山川分水により、水が少なくなる下流河川に対し、平成12年より影井堰から維
持流量を放流している。【議事概要-P6-37】
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平成6年の大渇水時には工水の最大節水率は57％。その被害は大工場が注目される
が、中小企業はほとんど営業が出来なくなり非常に影響を受けている。【議事概
要-P6-37】

銅山川から下流への放流量を早明浦ダムに肩代わりすることにより、銅山川の水
を四国中央市で有効に使っている。【議事概要-P6-37】
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○中予地域の取り組みについて
松山地域の70万人のうち60万人の生活用水は、重信川水系の石手川ダムと地下水
で賄っている。また、工業用水と農業用水は、高知県仁淀川水系の面河ダムから
補給を受けている。【議事概要-P6-37】
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松山市ではいろいろな節水努力が行われており、給水圧コントロールシステム
（漏水の減少）、啓発活動、節水機器への補助、大規模建築物に対する節水条
例、水源涵養林の整備等を紹介。【議事概要-P6-37】
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松山市の水道用水の有収率は全国2位でほぼ限界にきている。【議事概要-P6-37】

○南予地域について
南予地域は愛媛県の44%の面積と30万人の人口。【議事概要-P6-37】
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宇和島市では、野村ダムの完成以降は、平成6年の渇水も乗り切れており、ダムの
効果は非常に大きいものであった。
できることなら愛媛県全体をこういうシステムで連結し、愛媛県全体で水資源を
有効に使うことが重要と考えている。【議事概要-P6-38】
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○関係機関への感謝
今後も水源地域との交流を促進するとともに、水の恵みに感謝し分水史を将来に
継承して行きたい。
水源地、下流の関係県からの恩恵に感謝し、今後も節水しながら水を有効に使っ
ていくことに努めたい。【議事概要-P6-38】
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